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アプリケーションノート 

リキュールのアルコール度 
 

関連業種 : 食品（アルコール飲料） 

使用装置 : CHAL-700 ＳＤＫシステム用多検体オートサンプラ 

SD-700 迅速アルコール測定キット 

測定手法 : SDK法（オートサンプラ） 

関連規格 : 国税庁所定分析法と異なる方法で合理的かつ正確であると認められた方法 
 

 

 

 

SDK法を実施するための SD式迅速アルコール測定システム（SDKシステム）は，アルコール

濃度の測定として信頼性の高い，蒸留法と密度計を使用したアルコール濃度測定装置です． 

水蒸気蒸留装置と重量法を組み合わせることで，少量試料・簡単な操作で，精度良く，迅速

に測定がすることが可能となりました． 

CHAL-700（ＳＤＫシステム用多検体オートサンプラ）を取り付けることで，蒸留を伴うアルコー

ル測定を，全自動で実施することが可能です． 

リキュールにつきまして，アルコール度測定を行った結果，各試料において良好な繰り返し性

が得られ，SDKシステムでの測定が非常に有効であることが判りました． 

 

 
 

1) CHAL-700は，ＳＤＫシステム用多検体オートサンプラです．SDKシステムが必要です． 

2) SD-700は，SDKシステムの振動式密度計を除いた部分です． 

3) 蒸留装置は，予備加熱を実施した後ご使用ください．（測定前洗浄をオンにすることで，

自動で予備過熱を実施することができます．） 

 
 

 

 

振動式密度計： 

測定セル内の試薬を排液し，リンス液にてよく洗浄を行ってください． 

（CHAL-700のソフトから実施することが可能です．） 

長期間保管される場合は，セルを洗浄後，エタノールを充てんするか，可能であれば乾燥

を実施してください． 

蒸留装置： 

試料管に純水３本程度セットし，アルコール測定を実施してください． 

 

 

 
CHAL-700 ＳＤＫシステム用多検体オートサンプラ 

SD-700 迅速アルコール測定キット 

DA-155 酒類用振動式密度計 

 
 

 

リンス液①：石鹸水（中性洗剤を水道水で５０～１００倍に薄めたもの．） 

リンス液②：蒸留水 

1. 概要 

2. 測定上の注意点 

3. 分析終了後の処置 

4. 装置構成 

5. 試薬 
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＜測定準備＞ 

1) 密度比重計DA-155の測定温度が15℃で安定している状態で，脱気純水を用いて，校

正を行います．（CHAL-700のソフトから実施することが可能です．） 

2) 電子天秤FZ-500iの水準器を確認するなど，正常な状態で校正を行います．

（CHAL-700のソフトから実施することが可能です．） 

 

＜測定手順＞ 

PCソフトの画面の手順に従い測定します． 

液体を測定する基本的な手順は次の通りです． 

1) 試料管に試料50mLを入れ，ターンテーブルにセットする． 

2) 留液管をターンテーブルにセットする． 

3) CHAL-700による自動測定を開始する． 

4) アルコール度[vol%]が，所定の式により自動で算出されます． 

 

＜パラメータ＞ 

蒸留時間 

DIST-700： 2分40秒 

 

洗浄パラメータ 

項目 時間［ｓ］ 項目 時間［ｓ］ 

密度計サンプリング時間 18 蒸留器留液移動時間 65 

ノズル洗浄時間 20 蒸留器配管洗浄時間 15 

蒸留器サンプリング時間 35 蒸留器洗浄バブリング時間 30 

蒸留器配管洗浄時間 15 密度計留液サンプリング時間 40 

密度リンス時間 5 蒸留器残渣排液時間 45 

密度計水洗い時間 30 蒸留器洗浄時間 20 

  蒸留器残渣排液時間 35 

 
 

 

 

重量法（試料：Ｖ１ ｍＬ，留液：Ｖ２ ｍＬ）では，得られた留液のアルコール濃度Ａに所定の比

率（Ｖ２／Ｖ１）を乗じたものが，試料のアルコール濃度Ｘ＝Ａ・Ｖ２／Ｖ１になる． 

 

採取した試料の重量をＭ１［ｇ］，留液の重量をＭ２［ｇ］とすると， 

（ただし， Ｍ１ ＝ ｍ１－ｍ２  ， Ｍ２ ＝ ｍ4－ｍ3 ） 

蒸留前試料１５℃の密度がρ１［ｇ／ｍＬ］である場合，蒸留前試料１５℃の体積Ｖ１［ｍＬ］は， 

Ｖ１ ＝ Ｍ１／ρ１ ・・・【ａ】 

であり，蒸留後検体１５℃の密度がρ２［ｇ／ｍＬ］，蒸留後検体１５℃のアルコール濃度がＡ［ｖｏ

ｌ％］である場合，蒸留後の検体に含まれるアルコール分の１５℃における体積ＶＡ［ｍＬ］は， 

ＶＡ ＝ （Ａ／１００）・（Ｍ２／ρ２） ・・・【ｂ】 

であるから，【ｂ】を【ａ】で除して百分率にするとＸ［ｖｏｌ％］が求まる．すなわち 

Ｘ ＝ （ＶＡ／Ｖ１）・１００ ＝ Ａ・Ｍ２・ρ１／（Ｍ１・ρ２） 

である． 

  

6. 分析手順 

7. 計算式 
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リキュール9種類について，ＳＤＫ法（オートサンプラ）と従来法による分析を行い，従来法との

差・標準偏差を算出した． 

 
表1：リキュール測定時のSDK法と従来法測定値の比較 

 リキュールの種類 

従来法 

との差 

[vol%] 

ＳＤＫ法 従来法 

測定値 

[vol%] 

標準偏差 

[vol%] 

測定値 

[vol%] 

標準偏差 

[vol%] 

① 梅酒 A  0.000 14.655 0.0141 14.655 0.0203 

② チューハイ A -0.019  6.282 0.0045  6.301 0.0084 

③ カンパリ -0.069 24.964 0.0152 25.033 0.0294 

④ 梅酒 B +0.004  9.127 0.0058  9.123 0.0153 

⑤ チューハイ B -0.030  3.157 0.0058  3.187 0.0058 

⑥ カクテル A -0.003  3.187 0.0115  3.190 0.0000 

⑦ カクテル B -0.010  3.177 0.0058  3.187 0.0058 

⑧ カシス -0.080 19.977 0.0208 20.057 0.0231 

⑨ コーヒーリキュール -0.067 19.773 0.0153 19.840 0.0173 

 
表2：リキュール測定時のSDK法の結果詳細 

 リキュールの種類 
測定結果[vol%] 

１回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 平均 

① 梅酒 A 

14.64 14.64 14.64 14.67 14.67 

14.655 14.67 14.66 14.67 14.66 14.67 

14.66 14.65 14.63 14.64 14.65 

② チューハイ A  6.28  6.28  6.28  6.28  6.29  6.282 

③ カンパリ 24.97 24.96 24.98 24.97 24.94 24.964 

④ 梅酒 B  9.13  9.12  9.13    9.127 

⑤ チューハイ B  3.15  3.16  3.16    3.157 

⑥ カクテル A  3.18  3.20  3.18    3.187 

⑦ カクテル B  3.18  3.18  3.17    3.177 

⑧ カシス 19.96 20.00 19.97   19.977 

⑨ コーヒーリキュール 19.79 19.76 19.77   19.773 

 

 

 
従来法との差は，0.10%以下であり，従来法と同等の測定結果が得られることが確認できた． 

標準偏差は0.01vol%程度であり，従来法と同等の良好な併行精度であることが確認できた． 

これらのことから，SDK法でのリキュール測定は，非常に有効な方法であると言える． 
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